
○
仏
教
学
科

▽
望
月
真
澄
教
授
（
学
科
主
任
）

○
教
員
消
息

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
の
平
成
二
六
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
二
七
年
九
月
三
○
日
ま
で
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

《
著
書
》

《
監
修
》（

共
同
）

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）

展
開
』

（
単
著
）

（
単
著
）

彙
報

異
動

昇
任准

教
授
木
村
中
一
（
専
任
講
師
か
ら
准
教
授
へ
）

（
単
著
）
「
江
戸
の
法
華
信
仰
」
（
図
書
刊
行
会
、
二
○
一
五
年
三
月
）

（
分
担
執
筆
）
「
民
衆
信
仰
と
講
」
（
小
松
邦
彰
、
花
野
充
道
編
著
「
日
蓮
教
団
の
成
立
と
展
開
〈
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
３
〉
』
春
秋
社
、
二
○
一
五
年
二
月
）

彙
報

准
教
授
金
炳
坤
（
特
任
講
師
か
ら
准
教
授
へ
）

「
近
世
日
蓮
伝
記
本
に
お
け
る
挿
絵
の
特
徴
ｌ
深
見
要
言
『
高
祖
累
歳
録
」
を
中
心
に
ｌ
」
（
宮
川
了
篤
編
「
日
蓮
仏
教
に
お
け
る
祈
り
の
榊
造
と

山
喜
房
仏
書
林
、
二
○
一
四
年
一
○
月
）

「
豪
商
茶
屋
家
の
法
華
信
仰
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
六
三
巻
第
一
号
、
二
○
一
四
年
一
二
月
）

「
近
世
日
蓮
伝
記
本
「
高
祖
累
歳
録
」
「
本
化
高
祖
紀
年
録
」
の
挿
絵
に
つ
い
て
」
（
「
宗
教
研
究
」
第
八
八
巻
別
冊
、
二
○
一
五
年
三
月
）

「
知
っ
て
お
き
た
い
仏
像
と
仏
教
」
（
宝
島
社
、
二
○
一
五
年
九
月
）

一



《
講
演
〉 （

単
独
）
「

《
調
査
・
出
張
》

（
国
内
）
「

（
国
内
）
「

（
国
内
）
「

（
国
内
）
「

（
国
内
）
「

（
国
内
）
「

（
国
内
）
「

「

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）
「
千
ヵ
寺
詣
の
信
仰
と
習
俗
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
四
回
学
術
大
会
、
創
価
大
学
、
二
○
一
五
年
九
月
五
日
）

（
単
独
）
「
千
ヵ
寺
詣
の
信
仰
形
態
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
六
回
学
術
大
会
、
高
野
山
大
学
、
二
○
一
五
年
九
月
二
○
日
）

「
江
戸
の
法
華
信
仰
と
法
華
文
化
」
（
勧
学
院
識
座
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
○
一
五
年
六
月
五
日
）

「
日
蓮
宗
寺
院
の
年
中
行
事
の
変
遷
」
（
日
蓮
宗
中
部
教
区
師
恩
会
、
愛
知
県
西
尾
市
妙
恩
寺
、
二
○
一
五
年
六
月
二
五
日
）

「
法
華
信
仰
の
霊
場
身
延
山
と
七
面
山
」
（
兵
庫
県
日
蓮
宗
宗
務
所
、
兵
庫
県
城
崎
西
村
屋
旅
館
、
二
○
一
五
年
八
月
二
六
日
）

「
信
仰
の
町
に
と
っ
て
の
観
光
ｌ
身
延
山
に
お
け
る
観
光
と
参
拝
に
つ
い
て
考
え
る
ｌ
」
（
や
ま
な
し
学
研
究
二
○
一
五
公
開
講
座
、
山
梨
学
院
大
学
、

「
身
延
山
に
登
詣
す
る
」
（
日
蓮
宗
福
井
県
南
部
宗
務
所
、
身
延
山
久
遠
寺
、
二
○
一
四
年
一
○
月
二
日
）

「
災
害
を
乗
り
越
え
る
１
日
蓮
聖
人
の
御
生
涯
に
学
ぶ
ｌ
」
（
山
梨
県
第
二
部
宗
務
所
第
一
組
、
山
梨
県
富
士
川
町
本
浄
寺
、
二
○
一
五
年
三
月
二
八
日
）

「
霊
場
参
詣
の
功
徳
」
（
日
蓮
聖
人
柏
談
義
、
富
士
宮
市
本
光
寺
、
二
○
一
五
年
五
月
一
五
日
）

「
日
蓮
聖
人
伝
記
本
の
世
界
」
（
身
延
山
大
学
図
書
館
・
身
延
山
宝
物
館
合
同
企
画
、
身
延
山
久
遠
寺
報
恩
閣
、
二
○
一
五
年
五
月
一
七
日
）
、
講
演
後
身
延

山
宝
物
館
を
案
内

二
○
一
五
年
九
月
三
○
日
）

日
蓮
宗
宗
宝
調
査
」
（
日
蓮
宗
宗
務
院
教
務
部
、
滋
賀
県
彦
根
地
域
日
蓮
宗
寺
院
、
二
○
一
五
年
二
月
二
四
日
～
二
七
日
）

「
日
蓮
宗
宗
宝
調
査
」
（
日
蓮
宗
宗
務
院
教
務
部
、
滋
賀
県
長
浜
地
域
日
蓮
宗
寺
院
、
二
○
一
五
年
三
月
四
日
～
七
且

「
蓬
左
文
庫
資
料
調
査
」
（
愛
知
県
名
古
屋
市
、
二
○
一
五
年
三
月
一
○
日
）

「
妙
恩
寺
宝
物
整
理
」
（
静
岡
県
浜
松
市
日
蓮
宗
妙
恩
寺
、
二
○
一
五
年
三
月
一
六
日
～
一
七
日
、
九
月
二
四
日
～
二
五
日
）

「
本
隆
寺
宝
物
調
査
」
（
京
都
府
京
都
市
法
華
宗
真
門
流
総
本
山
本
隆
寺
、
二
○
一
五
年
八
月
二
四
日
）

「
妙
立
寺
宝
物
調
査
」
（
滋
賀
県
長
浜
市
日
蓮
宗
妙
立
寺
、
二
○
一
五
年
八
月
二
七
旦

「
日
蓮
宗
東
京
東
部
宗
務
所
管
内
寺
院
資
料
調
査
」
（
東
京
都
江
戸
川
区
内
日
蓮
宗
寺
院
、
二
○
一
五
年
九
月
一
○
日
）

一
一



▽
池
上
要
靖
教
授
（
学
部
長
）

▽
浜
島
典
彦
教
授

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）

（
単
著
）

《
学
術
論
文
〉

《
著
書
》

《
そ
の
他
》

《
講
演
》

〈
そ
の
他
》

彙
報

「
〈
月
例
講
演
〉
法
華
経
講
義
」
（
法
華
会
、
学
士
会
館
、
毎
月
第
二
土
曜
日
）

「
法
華
会
の
歴
史
に
つ
い
て
」
（
法
華
会
、
小
石
川
後
楽
園
涌
徳
亭
、
二
○
一
五
年
五
月
二
八
日
）

「
お
題
目
は
何
故
唱
え
る
の
か
」
（
新
潟
県
東
部
檀
信
徒
協
議
会
、
東
急
ホ
テ
ル
、
二
○
一
五
年
六
月
四
日
）

「
法
華
経
信
仰
者
に
学
ぶ
」
（
土
冨
店
法
縁
、
浅
草
長
遠
寺
、
二
○
一
五
年
八
月
二
六
日
）

「
日
蓮
宗
の
社
会
事
業
に
つ
い
て
」
（
日
蓮
宗
保
護
司
会
、
グ
ラ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京
、
二
○
一
五
年
八
月
二
八
日
）

「
い
の
ち
に
合
掌
」
（
千
葉
県
西
部
檀
信
徒
協
議
会
、
本
山
日
蓮
宗
藻
原
寺
、
二
○
一
五
年
九
月
一
四
日
）

「
終
活
ブ
ー
ム
と
お
題
目
」
（
北
海
道
教
区
檀
信
徒
協
議
会
、
札
幌
後
楽
園
ホ
テ
ル
、
二
○
一
五
年
九
月
二
五
日
）

（
連
載
）
「
法
華
経
解
説
」
（
「
法
華
」
第
一
○
七
二
号
～
第
一
○
八
三
号
、
法
華
会
、
二
○
一
四
年
一
○
月
～
二
○
一
五
年
九
月
）

（
連
載
）
「
日
蓮
聖
人
御
遺
文
解
説
」
（
「
求
道
」
第
六
四
五
号
～
第
六
五
六
号
、
求
道
同
願
会
、
二
○
一
四
年
一
○
月
～
二
○
一
五
年
九
月
）

（
単
著
）
「
お
施
餓
鬼
の
起
源
ｌ
有
縁
無
縁
に
隔
た
り
な
く
施
す
ｌ
」
（
「
正
法
」
一
四
二
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
○
一
五
年
七
月
）

「
近
代
日
蓮
主
義
研
究
」
（
宮
川
了
篤
編
「
日
蓮
仏
教
に
お
け
る
祈
り
の
構
造
と
展
開
」
山
喜
房
仏
書
林
、
二
○
一
四
年
一
○
月
）

「
介
護
現
場
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ァ
ー
き
か
せ
て
く
だ
さ
い
現
場
の
悩
み
‐
生
（
大
誠
社
、
二
○
一
五
年
四
月
）

（
学
長
）

三



▽
望
月
海
慧
教
授

《
学
会
発
表
〉

（
単
独
）

（
単
独
）

《
著
書
》

《
そ
の
他
》

《
講
演
》パ

ネ
リ
ス
ト
「
第
三
九
回
日
蓮
宗
山
静
教
区
教
化
研
修
会
議
テ
ー
マ
”
葬
儀
の
ゆ
く
え
」
（
下
部
ホ
テ
ル
、
二
○
一
五
年
二
月
九
且

「
仏
陀
の
死
の
受
容
ｌ
「
遊
行
経
」
に
学
ぶ
ｌ
」
（
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
、
身
延
山
大
学
・
身
延
町
教
育
委
員
会
共
催
／
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま

な
し
連
携
講
座
、
身
延
町
総
合
文
化
会
館
、
二
○
一
五
年
八
月
九
日
）

「
仏
教
と
福
祉
～
身
延
山
福
祉
会
の
社
会
貢
献
を
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
～
」
（
富
士
の
里
市
民
大
学
講
座
第
一
四
期
七
月
必
修
講
座
、
富
士
吉
田
市

「
お
釈
迦
さ
ま
の
さ
と
り
」
（
日
蓮
宗
山
梨
県
第
一
部
九
組
護
法
統
一
信
行
会
、
南
部
町
妙
浄
寺
、
二
○
一
四
年
二
月
一
○
旦

「
お
釈
迦
さ
ま
の
お
し
え
」
（
美
濃
市
仏
教
会
檀
信
徒
会
主
催
平
成
二
六
年
度
仏
教
講
座
、
美
濃
市
市
民
会
館
、
二
○
一
四
年
二
月
一
七
旦

「
お
シ
ャ
カ
さ
ま
の
さ
と
り
と
は
～
縁
起
」
（
日
蓮
宗
山
梨
県
第
三
部
檀
信
徒
協
議
会
平
成
二
七
年
度
総
会
、
南
ア
ル
プ
ス
市
桃
源
文
化
会
館
、
二
○
一
五

（
単
著
）
「
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
宝
冠
仏
伝
播
に
関
す
る
一
考
察
」
（
宮
川
了
篤
編
「
日
蓮
仏
教
に
お
け
る
祈
り
の
構
造
と
展
開
」
山
喜
房
佛
普
林
、
二
○

一
四
年
一
○
月
）

（
編
著
）
聖
ら
冒
弓
ご
ミ
ミ
ミ
印
ミ
§
骨
園
式
冨
冒
呂
貝
冨
冒
８
房
自
己
三
房
扇
昼
．
ｇ
医
．
巨
．

（
単
著
）
「
全
訳
マ
テ
ィ
シ
ャ
菩
提
道
灯
論
』
（
起
心
書
房
、
二
○
一
五
年
三
月
）

（
分
担
執
筆
）
田
胃
畠
シ
ョ
医
ｏ
－
ｏ
唾
①
」
Ｓ
昌
房
同
員
員
§
ミ
ミ
ミ
団
員
号
雪
琶
．
く
●
旨
ョ
⑦
○
ご
命
．
庸
昼
の
貝
犀
窒
．
邑
届
）

市
民
会
館
、
二
○
一
五
年
七
月
九
日
）

年
五
月
二
五
日
）

「
延
山
流
声
明
譜
の
特
徴
に
つ
い
て
」
（
第
六
七
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
身
延
山
大
学
、
二
○
一
四
年
二
月
八
且

「
仏
教
福
祉
の
理
念
か
ら
実
践
へ
の
条
件
」
（
日
本
佛
教
学
会
二
○
一
五
年
度
学
術
大
会
（
第
八
五
回
大
会
）
、
東
京
大
学
、
二
○
一
五
年
九
月
九
日
）

四



《
学
術
論
文
》

《
外
部
競
争
的
研
究
資
金
》

（
研
究
代
表
者
）
．
一
世
紀
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
仏
教
思
想
の
基
盤
と
展
開
に
関
す
る
研
究
」
（
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
基
盤

（
研
究
代
表
者
）

（
単
著
）

《
学
会
発
表
》

《
論
評
》彙

報
望
月
海
慧
「
内
陸
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
華
経
の
展
開
」
弓
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
』
第
六
三
巻
第
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
○
一
五
年
三
月
）

（
単
著
）
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
三
授
記
品
」
和
訳
」
二
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
」
第
一
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
○
一
四
年
一
○
月
）

（
単
著
）
「
冒
冒
日
冨
『
鼠
且
圏
愚
に
帰
さ
れ
る
く
匡
三
文
献
に
つ
い
て
②
」
（
澤
ミ
ヨ
言
胃
亀
恩
陣
ミ
忌
曽
、
身
延
山
大
学
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
室
、

（
単
著
）
「
冒
冒
昌
冨
『
郡

（
単
著
）
「

（
単
著
）
「

（
単
著
）
「

年
四
月
）

「

二
○
一
四
年
一
一
月
）

（
単
著
）
「
ｏ
ｐ
ｇ
①
犀
黒
一

本
印
度
学
仏
教
学
会
、

「
ｏ
ｐ
ｇ
①
駒
曾

（
単
独
）
「
ア

（
単
独
）
「
ロ

月
一
九
日
） 「ア

研
究
（
Ｃ
）
）

（
研
究
分
担
者
）

基
盤
研
究
令 巳

ア
シ
ユ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
に
帰
さ
れ
る
密
教
文
献
に
つ
い
て
」
二
宗
教
研
究
』
第
八
八
巻
別
冊
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
○
一
五
年
三
月
）

「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
』
「
化
城
嶬
品
」
和
訳
」
（
「
身
延
論
叢
」
第
二
○
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
○
一
五
年
三
月
）

「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
』
「
薬
草
嶮
品
」
和
訳
」
含
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
』
第
一
九
号
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
○
一
五

憩
ミ
曾
も
国
鳥
曾
呉
冒
冨
昌
冨
『
鼠
＆
圏
目
四
目
国
ゆ
く
冒
召
ｇ
ｚ
掛
目
匡
目
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
六
三
巻
第
三
号
、
日

テ
ィ
シ
ャ
と
パ
ー
ラ
王
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
四
回
学
術
大
会
、
創
価
大
学
、
平
成
二
七
年
九
月
六
日
）

「
冒
冒
冒
冨
『
鼠
且
園
ご
画
に
よ
る
二
つ
の
所
作
次
第
に
つ
い
て
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
六
回
学
術
大
会
、

。
法
華
玄
賛
」
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
特
徴
」
（
『
仏
教
学
レ
ビ
ュ
ー
」
第
一
七
号
、
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
、
二
○
一
五
年
六
月
）

「
密
教
思
想
と
他
の
仏
教
思
想
と
の
関
係
性
Ｉ
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
寺
院
の
学
僧
の
著
作
群
を
中
心
に
」
（
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費

（
Ｂ
）
、
研
究
代
表
者
、
久
間
泰
賢
（
三
重
大
学
）
）

二
○
一
五
年
三
月
）

高
野
山
大
学
、
二
○
一
五
年
九

五



▽
間
宮
啓
壬
教
授

《
学
術
論
文
》

《
著
書
》 「

チ
ベ

《
そ
の
他
》

《
講
演
》

《
調
査
・
出
張
》

（
海
外
）
「
日
蓮
宗
海
外
派
遣
研
修
」
（
日
蓮
宗
、
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
二
○
一
五
年
一
言

（
国
内
）
「
弓
田
勾
研
究
会
」
負
ご
ｇ
扇
①
序
貝
閂
さ
『
弓
ご
ｇ
自
国
匡
呂
三
里
目
関
畠
扇
呂
○
百
呂
言
、
人
文
情
報
学
研
究
所
、

（
海
外
）
「
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
招
聰
」
（
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
、
韓
国
、
金
剛
大
学
校
、
二
○
一
五
年
圭

（
海
外
）
「
チ
ベ
ッ
ト
寺
院
調
査
」
（
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
研
究
、
中
国
、
ラ
サ
、
シ
ガ
ッ
ェ
、
ギ
ャ
ン
ッ
ェ
、

二
○
一
五
年
三
月

「
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
に
帰
さ
れ
る
密
教
文
献
に
つ
い
て
」
（
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
、
金
剛
大
学
校
、
二
○
一
五
年
五
月
二
日
）

「
「
法
華
玄
賛
』
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
特
徴
」
（
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
、
金
剛
大
学
校
、
二
○
一
五
年
五
月
一
二
日
）

「
チ
ベ
ッ
ト
に
伝
え
ら
れ
た
仏
教
」
（
身
延
山
大
学
保
護
者
会
、
身
延
山
大
学
、
二
○
一
五
年
六
月
一
七
日
）

「
「
輪
廻
」
と
は
、
何
か
？
（
対
談
亜
宮
崎
哲
弥
、
南
直
哉
）
」
亀
サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン
」
第
二
一
号
、
サ
ン
ガ
、
二
○
一
五
年
八
月
）

「
研
究
所
訪
問
東
洋
文
化
研
究
所
」
（
「
中
外
日
報
」
第
二
八
二
四
号
、
中
外
日
報
社
、
二
○
一
五
年
九
月
四
日
）

（
単
著
）
「
法
華
経
の
心
ｌ
如
来
使
た
れ
！
ｌ
〈
日
蓮
宗
富
山
県
宗
務
所
各
種
研
修
会
テ
キ
ス
ト
〉
」
（
日
蓮
宗
富
山
県
宗
務
所
、
二
○
一
五
年
九
月
）

（
分
担
執
筆
）
「
日
蓮
の
題
目
論
と
そ
の
継
承
」
（
小
松
邦
彰
、
花
野
充
道
編
著
「
日
蓮
の
思
想
と
そ
の
展
開
〈
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
２
〉
」
（
春
秋
社
、
二
○
一
四

年
二
月
）

（
国
内
）
「
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
国
内
研
究
会
」
（
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
研
究
、
高
野
山
大
学
、
二
○
一
五
年
九
月
二
二
日

～
二
三
日
）

月
二
六
日
～
九
月
一
日
）

八
日
～
一
三
日
）

情
報
学
研
究
所
、
二
○
一
五
年
四
月
二
五
日
）

、
二
○
一
五
年
五
月
一
○
日
～
一
三
日
）

、
ギ
ャ
ン
ッ
ェ
、
ツ
ェ
タ
ン
、
二
○
一
五
年
八

一
ハ



▽
三
輪
是
法
教
授

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）

パ
ス
、

《
講
演
》

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）

《
著
書
》

《
講
演
》彙

報
「
亡
き
人
を
送
る
、
亡
き
人
を
生
か
す
ｌ
僧
侶
の
現
場
か
ら
ｌ
」
（
平
成
二
六
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
・
二
○
一
四
年
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヵ
ー
レ
ッ

ジ
地
域
ベ
ー
ス
識
座
、
山
梨
県
防
災
新
館
、
二
○
一
四
年
一
二
月
一
九
日
）

「
法
華
経
に
み
る
合
掌
の
心
ｌ
「
如
来
使
」
た
れ
ｌ
」
（
第
二
四
回
日
蓮
宗
北
陸
教
区
棚
信
徒
道
場
、
富
山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
、

（
単
著
）
「
教
相
知
と
実
践
知
ｌ
「
爾
前
」
の
日
蓮
ｌ
」
（
松
村
謀
巌
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
集
「
日
蓮
教
学
教
団
史
の
諸
問
題
ｌ
松
村
壽
巌
先
生

古
稀
記
念
論
文
集
‐
生
山
喜
房
佛
書
林
、
二
○
一
四
年
三
月
）

「
子
ど
も
の
成
長
と
宗
教
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
」
（
第
二
七
回
勧
学
院
研
修
会
議
発
表
お
よ
び
パ
ネ
リ
ス
ト
講
演
「
日
蓮
教
学
か
ら
み
る
宗
教
教
育
の

「
生
命
論
と
日
蓮
思
想
」
（
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
、
身
延
山
大
学
・
身
延
町
教
育
委
員
会
共
催
／
キ
ャ
ン
バ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
挑
識
座
、
身
延

町
総
合
文
化
会
館
、
二
○
一
五
年
六
月
二
五
日
）

「
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ナ
ン
島
一
念
寺
観
心
本
尊
抄
講
義
こ
（
二
○
一
五
年
八
月
二
九
日
～
三
一
日
）

（
分
担
執
筆
）
「
生
命
論
と
日
蓮
思
想
」
（
上
杉
清
文
、
末
木
文
美
士
責
任
編
集
「
現
代
世
界
と
日
蓮
〈
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
５
〉
」
春
秋
社
、
二
○
一
五
年
五
月
）

二
○
一
四
年
二
月
九
日
）

可
能
性
」
二
○
一
五
年
一
月
二
三
日
）

「
死
後
法
華
調
経
諏
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
ｌ
「
法
華
経
」
と
の
一
体
化
ｌ
」
（
第
五
七
回
印
度
学
宗
教
学
会
学
術
大
会
、
東
北
大
学
川
内
南
キ
ャ
ン

ニ
○
一
五
年
五
月
三
一
日
）

「
天
台
止
観
の
瞑
想
理
論
」
「
日
本
仏
教
心
理
学
会
」
第
六
号
、
日
本
仏
教
心
理
学
会
、
二
○
一
五
年
六
月
）

七



▽
木
村
中
一
准
教
授

（
単
独
）
「

（
単
独
）
「

（
単
独
）
「

《
調
査
・
出
張
》

「

《
学
会
発
表
》

《
番
評
》 ２

〉
」

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）

林
、
一
）

《
著
書
》

《
そ
の
他
》

（
国
内
）
「
日
蓮
宗
宗
宝
調
査
」
（
日
蓮
宗
宗
務
院
教
務
部
、
滋
賀
県
彦
根
地
域
日
蓮
宗
寺
院
、
二
○
一
五
年
三
月
四
日
～
五
日
）

（
国
内
）
「
日
蓮
宗
宗
宝
調
査
」
（
日
蓮
宗
宗
務
院
教
務
部
、
滋
賀
県
長
浜
地
域
日
蓮
宗
寺
院
、
二
○
一
五
年
三
月
六
日
～
七
且

（
国
内
）
「
牛
込
瑞
光
寺
寺
宝
調
査
」
（
東
京
都
日
蓮
宗
瑞
光
寺
、
二
○
一
五
年
六
月
一
三
日
）

（
単
著
）
「
望
月
真
澄
著
「
江
戸
の
法
華
信
仰
」
」
（
「
日
蓮
宗
新
聞
」
恥
隠
弓
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
○
一
五
年
六
月
一
旦

（
共
編
）
「
身
延
山
資
料
叢
書
四
目
録
集
四
日
鏡
筆
「
章
疏
目
録
筐
（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
二
六
年
三
月
）

（
分
担
執
筆
）
「
日
蓮
教
団
に
お
け
る
法
華
経
注
釈
書
・
談
議
書
に
つ
い
て
」
（
小
松
邦
彰
、
花
野
充
道
編
著
『
日
蓮
の
思
想
と
そ
の
展
開
〈
シ
リ
ー
ズ
日
蓮

２
〉
」
春
秋
社
、
二
○
一
四
年
二
月
）

（
連
載
）
「
法
華
経
の
教
え
」
こ
み
の
ぶ
」
平
成
二
六
年
一
○
月
号
～
平
成
二
七
年
九
月
号
）

（
連
載
）
「
近
・
現
代
法
華
信
仰
者
の
足
跡
」
含
正
法
」
平
成
二
六
年
秋
彼
岸
・
一
三
九
号
～
平
成
二
七
年
秋
彼
岸
・
一
四
三
号
）

「
在
家
者
の
遺
文
出
版
活
動
ｌ
出
版
活
動
に
込
め
た
祈
り
と
信
仰
ｌ
」
（
宮
川
了
鯆
編
「
日
蓮
仏
教
に
お
け
る
祈
り
の
構
造
と
展
開
」
山
喜
房
仏
書

二
○
一
四
年
一
○
月
）

永
代
聖
跡
と
聖
人
号
」
（
第
六
七
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
身
延
山
大
学
、
二
○
一
四
年
二
月
一
五
日
）

「
日
蓮
聖
人
遺
文
刊
行
史
に
関
す
る
一
考
察
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
四
回
学
術
大
会
、
創
価
大
学
、
二
○
一
五
年
九
月
五
且

「
日
鏡
「
章
疏
目
録
』
に
関
す
る
研
究
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
六
回
学
術
大
会
、
高
野
山
大
学
、
二
○
一
五
年
九
月
二
○
日
）

八



▽
金
炳
坤
准
教
授

《
講
演
》

《
そ
の
他
》

《
著
書
》（

共
編
）

《
学
術
論
文
》

（
共
著
）

《
学
会
発
表
〉

蕊
概

「
日
蓮
宗
寺
院
文
書
に
み
る
海
防
と
寺
院
」
今
法
華
」
通
巻
一
○
七
八
・
一
○
七
九
合
併
号
、
法
華
会
、
二
○
一
五
年
五
・
六
月
）

（
連
載
）
「
日
蓮
聖
人
伝
そ
の
７
」
（
「
あ
ん
の
ん
」
冒
忍
、
長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
二
○
一
五
年
四
月
）

（
連
載
）
「
日
蓮
聖
人
伝
そ
の
８
」
（
「
あ
ん
の
ん
一
言
雪
、
長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
二
○
一
五
年
八
月
）

「
彼
岸
の
文
化
史
ｌ
録
外
御
書
「
彼
岸
紗
」
考
ｌ
」
（
歪
法
」
吾
匡
喫
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
○
一
五
年
九
月
）

「
日
蓮
聖
人
遺
文
の
刊
行
と
編
纂
」
（
日
蓮
宗
中
央
教
学
研
修
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
○
一
五
年
七
月
三
一
日
）

（
国
内
）
「
埼
玉
実
相
寺
寺
宝
調
査
」
（
埼
玉
県
日
蓮
宗
実
相
寺
、
二
○
一
五
年
八
月
四
日
）

（
国
内
）
「
鳥
取
常
忍
寺
寺
宝
調
査
」
（
鳥
取
県
日
蓮
宗
常
忍
寺
、
二
○
一
五
年
八
月
五
日
～
六
旦

（
単
著
）
「
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
」
に
つ
い
て
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
六
三
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
○
一
四
年
一
二
月
）

（
共
著
）
「
義
寂
釈
義
一
撰
「
法
華
経
論
述
記
」
の
文
献
学
的
研
究
②
」
（
『
身
延
論
叢
』
第
二
○
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
○
一
五
年
三
月
）

（
共
著
）
「
義
寂
釈
義

二
○
一
四
年
一
○
月
）

「
義
寂
釈
義

（
共
同
）
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
と
「
法
華
経
」
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
四
回
学
術
大
会
、
創
価
大
学
、
二
○
一
五
年
九
月
六
日
）

（
共
同
）
「

三
一
日
）
「内
陸
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
華
経
の
展
開
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
、
武
蔵
野
大
学
有
明
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
○
一
四
年
八
月

「
身
延
山
資
料
叢
書
四
目
録
集
四
日
鏡
筆
『
章
疏
目
録
筐
（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
二
六
年
三
月
）

一
撰
「
法
華
経
論
述
記
」
の
文
献
学
的
研
究
①
」
言
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、

九



○
福
祉
学
科

▽
長
又
高
夫
教
授
（
学
科
主
任
）

▽
田
沼
朗
教
授

《
著
書
》

《
講
演
》

《
調
査
・
出
張
》

（
国
内
）
「

国
内
）
「

《
研
究
協
力
》

《
論
評
》

望
月
海
慧
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
」
「
授
記
品
」
和
訳
」
含
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
」
第
一
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
○
一
四
年
一
○
月
）

望
月
海
慧
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
」
「
化
城
嚥
品
」
和
訳
」
（
「
身
延
論
叢
」
第
二
○
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
○
一
五
年
三
月
）

望
月
海
慧
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
」
「
薬
草
嚥
品
」
和
訳
」
（
「
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
第
一
九
号
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、

二
○
一
五
年
四
月
）

望
月
海
慧
「
内
陸
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
華
経
の
展
開
」
（
「
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
」
第
六
三
巻
第
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
○
一
五
年
三
月
）

「
集
団
的
自
衛
権
は
何
が
問
題
か
ｌ
人
権
と
平
和
を
守
る
た
め
に
ｌ
」
（
平
成
二
六
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
・
二
○
一
四
年
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
ー
レ
ッ
ジ
地
域
ベ
ー
ス
講
座
、
山
梨
県
防
災
新
館
、
二
○
一
四
年
一
二
月
五
日
）

（
単
著
）
「
子
ど
も
と
学
校
、
こ
の
１
年
ｌ
安
倍
教
育
改
革
の
展
開
と
矛
盾
ｌ
」
（
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編
「
子
ど
も
白
書
二
○
一
五
ｌ
戦
後
七
○
年
寛
容

さ
を
失
う
社
会
ｌ
子
ど
も
を
信
頼
で
き
ま
す
か
？
ｌ
坐
本
の
泉
社
、
二
○
一
五
年
八
月
）

（
単
独
）
「
韓
国
に
お
け
る
「
法
華
経
」
研
究
史
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
四
回
学
術
大
会
、
創
価
大
学
、
二
○
一
五
年
九
月
六
旦

日
本
の
天
台
宗
に
お
け
る
清
海
鎮
大
使
張
保
皐
関
連
文
化
遺
産
調
査
」
（
身
延
山
大
学
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
室
、
世
界
遺
産
（
文
化
遺
産
）
・
古

都
京
都
の
文
化
財
・
延
暦
寺
、
二
○
一
五
年
八
月
一
八
日
～
一
九
日
）

一

○



▽
伊
東
久
実
准
教
授

▽
楢
木
博
之
准
教
授

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）

《
学
術
論
文
》

《
講
演
》 （

単
著
）

《
学
会
発
表
》

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）

《
教
材
執
筆
》

（
共
著
）

蕊
報

「
生
涯
学
習
の
時
間
ｌ
英
国
公
立
図
書
館
の
読
み
聞
か
せ
活
動
ｌ
」
（
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
甲
府
、
山
梨
学
院
大
学
、
二
○
一
四
年
一
○
月
二
日
）

「
社
会
の
変
化
と
子
育
て
支
援
」
（
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
、
身
延
山
大
学
・
身
延
町
教
育
委
員
会
共
催
／
キ
ャ
ン
バ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座
、

身
延
町
総
合
文
化
会
館
、
二
○
一
五
年
八
月
一
日
）

（
単
著
）
「
英
国
読
奉

二
○
一
五
年
一
月
）

「
英
国
読
書

（
単
独
）
「
絵
本
制
作
が
も
た
ら
し
た
受
容
体
験
」
（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
○
一
四
、
同
志
社
大
学
、
二
○
一
四
年
一
○
月
二
六
日
）

（
単
独
）
「
外
国
籍
の
子
ど
も
の
日
本
語
支
援
に
生
か
す
英
国
サ
マ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
研
究
大
会
二
○
一
五
、

同
志
社
大
学
、
二
○
一
五
年
六
月
二
○
日
）

「
第
五
四
回
教
育
科
学
研
究
会
全
国
大
会
学
校
づ
く
り
分
科
会
基
調
報
告
」
（
教
育
科
学
研
究
会
、
松
本
大
学
、
二
○
一
五
年
八
月
八
日
）

「
あ
ら
た
な
物
語
の
生
成
と
絵
本
制
作
」
（
「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
研
究
」
第
一
八
号
、
日
本
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
協
会
、
二
○
一
五
年
二
月
）

「
福
祉
現
場
に
求
め
ら
れ
る
養
成
校
の
教
育
」
今
身
延
山
大
学
学
部
紀
要
」
第
一
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
○
一
四
年
一
○
月
）

「
社
会
福
祉
士
相
談
援
助
演
習
」
（
一
般
社
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
士
養
成
校
協
会
監
修
、
中
央
法
規
、
二
○
一
五
年
二
月
）

推
進
活
動
が
重
視
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
」
二
中
部
地
区
英
語
教
育
学
会
紀
要
』
第
四
四
号
、
中
部
地
区
英
語
教
育
学
会
、

一
一



《
講
演
》 （

共
著
）

《
学
会
発
表
》

市
役
所
、
二
○
一
五
年
二
月
一
三
日
）

「
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
」
（
静
岡

（
静
岡

「
地
域
ケ
ア
会
議
の
必
要
性
・
有
効
性
ｌ
介
護
支
援
専
門
員
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
ｌ
」
（
富
士
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
丘

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
二
○
一
五
年
一
月
二
七
日
）

「
医
療
制
度
・
介
護
制
度
を
理
解
し
よ
う
！
ｌ
地
域
包
括
ケ
ァ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
医
療
・
介
護
の
連
携
ｌ
」
（
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
笛
吹

「
地
域
の
高
齢
者
を
取
り
巻
く
課
題
を
考
え
よ
う
ｌ
個
別
課
題
か
ら
地
域
の
課
題
へ
ｌ
」
（
ミ
ン
雪
シ
ミ
ン
会
議
千
本
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
ウ
ェ

「
利
用
者
の
望
む
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
た
ケ
ァ
プ
ラ
ン
の
書
き
方
」
（
御
殿
場
・
小
山
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
、
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、

「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
の
理
解
」
（
か
な
お
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
ウ
ェ
ル
沼
津
、
二
○
一
四
年
一
二
月
二
日
）

「
地
域
ケ
ア
会
議
と
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
」
（
日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
、
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
、
二
○
一
四
年
一
二
月
一
四
日
）

「
対
人
援
助
職
に
お
け
る
相
談
援
助
技
術
・
面
接
技
術
に
つ
い
て
学
ぶ
」
（
富
士
市
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
部
会
研
修
、
富
士
市
フ
ィ
ラ
ン
セ
、
二
○
一
四

二
○
一
四
年
一
○
月
一
四
日
）

「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
の
理
解
」

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
意
義
と
方
法
ｌ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
カ
を
高
め
よ
う
ｌ
」
（
御
殿
場
・
小
山
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
、
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、

（
単
独
）
「
介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
対
象
と
し
た
地
域
ケ
ア
会
議
の
研
修
を
行
っ
て
」
（
第
三
回
静
岡
県
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研

究
学
会
、
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
、
二
○
一
五
年
一
月
二
四
日
）

（
単
独
）
「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
研
修
の
効
果
と
課
題
ｌ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
な
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
ｌ
」
（
第
六
回
静
岡
県
ケ
ァ
マ
ネ
研
究
大
会
、
静

岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
、
二
○
一
五
年
六
月
六
日
）

年
一
二
月
二
二
日
）

ル
沼
津
、
二
○
一
五
年
一
月
二
六
日
）

二
○
一
五
年
一
月
一
五
日
）

「
相
談
援
助
演
習
教
員
テ
キ
ス
ト
第
二
版
」
（
一
般
社
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
士
養
成
校
協
会
編
集
、
中
央
法
規
、
二
○
一
五
年
八
月
）

県
社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会
、
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
ェ
ル
、
二
○
一
五
年
二
月
一
四
日
）

一
一
一



彙
報

「
事
例
検
討
会
ｌ
事
例
検
討
と
は
ｌ
」
（
富
士
市
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
部
会
研
修
、
富
士
市
フ
ィ
ラ
ン
セ
、
二
○
一
五
年
二
月
二
三
日
）

「
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
」
（
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
、
沼
津
市
プ
ラ
ザ
ヴ
ェ
ル
デ
、
二
○
一
五
年
三
月
一
○
日
）

「
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義
と
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
方
法
」
（
御
殿
場
・
小
山
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
、
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、

「
介
護
保
険
制
度
・
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
ｌ
地
域
包
括
ケ
ァ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
ｌ
」
（
伊
東
市
居
宅
部
会
、
伊
東
市
役
所
、
二
○
一
五
年
二

「
法
改
正
・
報
酬
改
定
に
お
け
る
専
門
職
の
役
割
」
（
沼
津
市
千
本
・
か
な
お
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
千
本
プ
ラ
ザ
、
二
○
一
五
年
五
月
二
五
日
）

「
高
齢
者
の
心
の
特
徴
と
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
（
御
殿
場
市
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
、
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
二
○
一
五
年
六
月
九
日
）

「
自
立
支
援
の
考
え
方
と
介
護
記
録
の
方
法
」
（
山
梨
県
介
護
職
員
研
修
会
、
山
梨
県
立
大
学
、
二
○
一
五
年
七
月
一
五
日
）

「
老
い
と
認
知
症
ｌ
認
知
症
予
防
と
は
ｌ
」
（
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
、
身
延
山
大
学
・
身
延
町
教
育
委
員
会
共
催
／
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

連
携
講
座
、
身
延
町
総
合
文
化
会
館
、
二
○
一
五
年
七
月
一
七
日
）

「
介
護
保
険
法
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
つ
い
て
」
（
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
研
修
、
身
延
山
大
学
、
二
○
一
五
年
八
月
一
八
日
）

「
地
域
包
括
ケ
ァ
シ
ス
テ
ム
と
医
療
・
介
護
の
連
挑
」
（
三
島
市
、
三
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
○
一
五
年
八
月
二
○
日
）

「
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
」
（
伊
豆
市
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
修
善
寺
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
二
○
一
五
年
九
月
一
○
日
）

「
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
」
（
山
梨
県
社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会
、
山
梨
県
立
大
学
、
二
○
一
五
年
七
月
二
日
）

「
介
護
支
援
専
門
員
の
課
題
」
（
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
課
程
Ⅱ
、
二
○
一
五
年
六
月
二
日
・
九
月
三
○
日
）

「
介
護
保
険
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
ｌ
地
域
包
括
ケ
ァ
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
ｌ
」
（
ｚ
も
○
法
人
ふ
れ
あ
い
富
士
、
富
士
見
台
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

「
法
改
正
・
報
酬
改
定
に
お
け
る
医
療
と
の
連
携
ｌ
地
域
包
括
ケ
ァ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
医
療
・
介
護
の
連
携
ｌ
」
（
静
岡
県
小
規
模
多
機
能
事
業
者
連
絡

会
西
部
支
部
、
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
、
二
○
一
五
年
四
月
二
○
日
）

「
医
療
・
介
護
の
連
携
と
地
域
包
括
ケ
ァ
ー
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
理
解
す
る
ｌ
」
（
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
屑
ｚ
ｇ
、
さ
わ
だ
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

月
二
○
日
）

タ
ー
、
二
○
一
五
年
五
月
二
四
日
）

二
○
一
五
年
五
月
一
八
日
）

二
○
一
五
年
三
月
一
七
日
）

一
一
一
一



▽
中
野
一
茂
特
任
講
師

《
学
術
論
文
》

《
そ
の
他
》
「
平
成
二
七
年
度
外
国
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
学
習
支
援
事
業
講
師
」

「
西
伊
豆
町
介
護
支
援
専
門
員
研
修
」
（
西
伊
豆
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
西
伊
豆
町
役
場
、
二
○
一
五
年
四
月
一
三
日
、
六
月
二
二
日
、
九
月
一
四
日
）

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
緑
風
苑
認
知
症
研
修
」
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
緑
風
苑
、
二
○
一
五
年
二
月
二
日
、
三
月
二
日
、
四
月
八
日
、
五
月
一
三
日
、

（
共
著
）
「
幼
児
教
育
理
論
を
応
用
し
た
介
護
福
祉
士
の
専
門
性
の
確
立
と
そ
の
教
授
法
に
つ
い
て
」
（
「
総
合
人
間
科
学
』
第
三
号
、
総
合
人
間
科
学
研
究
会
、

「
相
談
職
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
研
修
会
」
（
社
会
福
祉
法
人
十
字
の
園
相
談
職
研
修
、
伊
豆
高
原
十
字
の
園
、
二
○
一
四
年
一
二
月
一
六
日
、

「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
令

一
八
日
、
七
月
一
三
日
、
九
月
七
日
） （平

「
居
宅
介
護
支
援
事
例
研
究
」
（
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
課
程
Ⅱ
、
二
○
一
五
年
六
月
一
五
旦

「
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
Ⅲ
実
践
評
価
・
実
践
研
究
科
目
Ｉ
」
（
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
、
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
ェ
ル
、
二
○
一
五
年
五

（
単
著
）
一

育
学
会
、

（
単
著
）
「
介
護
福
祉
士
養
成
教
育
に
お
け
る
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
の
直
観
教
授
法
の
応
用
に
つ
い
て
の
一
考
察
ｌ
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
全
集
に
学
ぶ
ｌ
」
（
「
福

祉
図
書
文
献
研
究
』
第
一
三
号
、
日
本
福
祉
図
書
文
献
学
会
、
二
○
一
四
年
二
月
）

（
単
著
）
「
ド
イ
ツ
の
老
人
介
護
士
（
シ
胃
冨
呂
凋
ｇ
養
成
課
程
に
お
け
る
倫
理
教
育
に
つ
い
て
」
（
『
介
護
福
祉
教
育
」
第
三
八
号
、
日
本
介
護
福
祉
教

（
単
著
）
「
事
例
検
討
道
場
」
（
「
月
刊
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一
二
月
号
」
環
境
新
聞
社
、
二
○
一
四
年
二
月
）

六
月
一
○
日
）

二
○
一
五
年
三
月
）

月
三
一
日
、
六
月
二
七
日
、
七
月
二
五
日
）

二
○
一
五
年
三
月
九
日
）

二
○
一
五
年
二
月
）

成
二
七
年
度
三
圏
域
合
同
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
、
丘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
他
、
二
○
一
五
年
五
月

一

四



▽
森
田
麻
登
特
任
講
師

《
学
術
論
文
》

《
講
演
》

《
学
会
発
表
》

《
報
告
書
》

《
講
演
》

●

”
億
頁
号
厨
ｏ
匿
扇
目
一
頁
の
辱
○
昌
巴
８
風
の
浜
月
辱
く
胃
一
目
・
貝
ヨ
頤
四
言
冒
房
冒
且
匡
具
さ
口
冨
の
汀
シ
旨
月
毎
。
ご
巴
月
胃
‐
旨
坤
胃
８
９
月
言
吊
８
℃
〕
め
冒
号

シ
爵
ご
ざ
員
邑
巴
具
ｚ
２
３
圏
ｇ
８
ｇ
扇
（
二
○
一
五
年
四
月
）

「
大
学
生
の
時
間
管
理
ス
キ
ル
と
社
会
的
ス
キ
ル
に
焦
点
を
当
て
た
行
動
療
法
ア
プ
ロ
ー
チ
」
社
会
医
学
研
究
ぐ
巳
・
圏
ｚ
烏
（
二
○
一
五
年
七
月
）

彙
報

「
人
生
の
収
穫
期
ｌ
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
ｌ
」
（
平
成
二
六
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
・
二
○
一
四
年
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ー
レ
ッ
ジ
地
域
ベ
ー

ス
講
座
、
山
梨
県
防
災
新
館
、
二
○
一
四
年
一
二
月
一
二
日
）

「
発
達
障
害
の
臨
床
に
お
け
る
神
経
心
理
学
検
査
の
意
義
亜
大
学
生
の
事
例
研
究
」
（
「
総
合
人
間
科
学
』
第
四
号
、
総
合
人
間
科
学
研
究
会
、
二
○
一
五
年

。
時
間
さ
ま
ざ
ま
」
１
時
間
を
長
く
感
じ
る
場
面
と
時
間
を
短
く
感
じ
る
場
面
の
特
徴
分
析
Ｉ
（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）
」
日
本
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
心
理
学
会
第

二
三
回
大
会
（
山
梨
大
学
）
（
二
○
一
四
年
一
○
月
）

「
時
間
概
念
の
イ
メ
ー
ジ
想
起
に
関
す
る
探
索
的
研
究
ｌ
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
使
っ
た
自
由
記
述
の
分
析
Ｉ
（
ポ
ス
タ
ー
発
表
と
日
本
心
理
学
会
第

ご
回
大
会
（
名
古
屋
国
際
会
議
場
）
（
二
○
一
五
年
九
月
）

「
主
観
的
時
間
の
長
さ
と
数
唱
課
題
成
績
と
の
関
係
」
日
本
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
心
理
学
会
第
二
三
回
大
会
ヤ
ン
グ
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
か
い
て

「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
活
動
」
平
成
二
六
年
度
（
二
○
一
四
年
度
）
筑
波
大
学
附
属
中
学
校
所
報
８
－
●
霞
（
二
○
一
五
年
六
月
）

「
人
間
が
感
じ
る
時
間
の
世
界
ｌ
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
、
退
屈
な
時
間
は
長
く
感
じ
る
？
ｌ
」
（
平
成
二
六
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
．

三

月
一

ら
す
）
（
二
○
一
四
年
一
○
月
）

一

五



○
平
成
二
六
年
仏
教
学
部
卒
業
論
文
論
題
及
び
指
導
教
員

▽
佐
々
木
さ
ち
子
特
任
講
師

《
そ
の
他
》

《
講
演
》

〈
仏
教
学
科
〉

櫻
井
禧
光

伊
藤
智
祐

江
川
朋
美

小
林
竜
嗣

戸
澤
直
之

根
師
龍
雅

久
松
玄
興

平
野
顎
賢

「
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
日
常
生
活
」
（
甲
府
市
公
開
講
座
、
遊
亀
公
民
館
、
二
○
一
四
年
二
月
一
七
日
）

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
（
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ
、
二
○
一
五
年
一
月
三
○
日
）

「
接
遇
ス
キ
ル
」
（
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
研
修
、
身
延
山
大
学
、
二
○
一
五
年
八
月
一
八
日
）

「
困
っ
た
こ
と
が
生
じ
た
ら
…
。
」
筑
波
大
学
附
属
中
学
校
《
育
鳳
会
》
会
報
「
育
鳳
」
く
９
．
饅
．
日
（
二
○
一
四
年
一
二
月
）

二
○
一
四
年
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ー
レ
ッ
ジ
地
域
ベ
ー
ス
講
座
、
山
梨
県
防
災
新
館
、
二
○
一
四
年
一
一
月
一
日
）

「
筑
波
大
学
附
属
中
学
校
１
年
生
に
対
す
る
心
理
学
を
使
っ
た
友
達
関
係
の
講
演
会
の
講
師
」
筑
波
大
学
附
属
中
学
校
（
二
○
一
五
年
六
月
一
三
日
）

四
条
門
流
の
成
立
と
展
開

創
価
学
会
の
教
学
ｌ
日
蓮
宗
と
の
比
較
Ｉ

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
関
す
る
一
考
察

鬼
子
母
神
制
作

戦
時
下
に
お
け
る
仏
教
界
の
動
向

鬼
子
母
神
制
作
と
そ
の
過
程

日
蓮
聖
人
と
御
曼
茶
羅
ｌ
曼
茶
羅
の
歴
史
を
ふ
ま
え
て
ｌ

大
乗
仏
教
の
起
源
と
背
景

木
村
中
一

三
輪
是
法

池
上
要
靖

柳
本
伊
左
雄

三
輪
是
法

柳
本
伊
左
雄

間
宮
啓
壬

望
月
海
慧

一
一
ハ



藤
田
聖

宮
本
睦

望
月
垂

吉
塚
一

若
園
峠

岡
田
》

久
代
ロ

鶴
岡
垂

水
谷
唖

橋
本
垂

〈
福
祉
学
科
〉

立
川
巻

西
川
釦

植
田
血

田
代
↑

松
尾
》

小
林
毒

武
井
率

齋
藤
心

萬孝遥重昌憲純大香龍崇

蕊
報

里
子

智
華

貴
大

ま
ゆ

眞
知

亜
里
紗

宥
龍

史
典 之介信範尚明智澄司政

稲
荷
信
仰
の
研
究

関
西
に
お
け
る
日
蓮
教
団
の
展
開

京
都
町
衆
と
法
華
信
仰
１
本
阿
弥
光
悦
を
中
心
に
ｌ

物
語
の
中
に
み
る
宗
教

鬼
子
母
神
せ
い
さ
く
と
そ
の
か
て
い

日
向
上
人
伝
研
究

日
蓮
宗
に
お
け
る
諸
天
善
神
信
仰

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
観

日
蓮
聖
人
の
教
化
活
動
に
つ
い
て
ｌ
摂
受
・
折
伏
の
観
点
か
ら
ｌ

葬
送
儀
式
の
変
遷

在
宅
に
お
け
る
終
末
期
ケ
ア
に
つ
い
て

在
宅
介
護
の
現
状
と
課
題
ｌ
理
想
の
在
宅
介
護
の
方
法
を
求
め
て
ｌ

聴
覚
障
害
者
の
親
を
持
つ
子
供
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
親
に
対
す
る
認
識
と
変
容
に
つ
い
て

商
齢
者
の
孤
独
死
に
関
す
る
現
状
と
地
域
社
会
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
実
態
把
握

へ
き
地
の
現
状
と
地
域
消
滅
の
危
機
ｌ
豊
後
大
野
市
の
消
滅
を
防
ぐ
に
は
ｌ

絵
本
の
絵
の
表
現
方
法
に
つ
い
て

無
尽
と
地
域
福
祉
の
関
係
に
つ
い
て

保
育
実
践
に
お
け
る
折
り
紙
の
歴
史
と
現
在

望
月
真
澄

望
月
真
澄

望
月
真
澄

三
輪
是
法

柳
本
伊
左
雄

木
村
中
一

木
村
中
一

三
輪
是
法

間
宮
啓
壬

望
月
海
慧

楢
木
博
之

長
又
高
夫

楢
木
博
之

楢
木
博
之

楢
木
博
之

伊
東
久
実

楢
木
博
之

伊
東
久
実

一

七


